














 

異常ヘモグロビン(Hb)症を広義に解釈すると,Hb を構成するグロビン鎖の一次構造異常を

ともなう構造変異種と,グロビン鎖合成の遺伝的欠陥に由来するサラセミア症候群に大別

される。われわれは,数年来先天異常モニタリング研究の一環としてわが国における新生児

異常 Hb 症のモニタリングを計画し,方法論の一部は,すでに昭和 55 年度研究報告書に報告

してきた。われわれの新生児異常 Hb モニタリング計画の概要は図 1 のごとくで濾紙乾燥

血を試料としてマス・スクリーニングで検出された構造変異種およびサラセミアについて

種々の角度から研究し,得られた情報を臨床的な立場から十分吟味した上で患者に還元し

ようというものである。この計画の最も核心となる部分が,新生児異常 Hb のマス・スクリ

ーニングで,本年度は構造変異種について確立された方法の詳細と試行の結果を報告する。 


